
７月定例教育委員会 会議録 

 

 
１  開 催 日  平成 24 年７月５日(木) 

 

２  開 催 場 所  教育委員室 

 

３  出席した委員  神吉委員長、吉田委員、桃田委員、森委員、 

石堂教育長 

 

４  出席した職員  野上教育総務部長、 田渕教育指導部長、 

佐藤教育総務部次長、 諏訪教育指導部次長、 

松尾教育指導部参事、 

小林教育総務課長、 西田学務課長、 

奥野社会教育・スポーツ振興課長、  

仲田青少年育成課長、富原教育研究所長、 

中塚教育総務課副課長 

 

５  傍   聴   者  なし 

 

 

６  議事の要旨 

○  開   会   午後３時 30 分 

 

 

○ 会議録署名委員指名のこと 

      神吉委員長、森委員に決定 

 

 

○  ６月定例教育委員会会議録報告承認のこと 

（事務局より会議録朗読報告） 

承  認 

 

 

○ 会議公開の可否決定のこと 

すべての議事を公開することに決定 

 

 



（専決報告） 

１ 加古川市社会教育推進員の解職及び委嘱について 

（教育指導部次長より説明） 

承 認 

 

２ 加古川市少年愛護センター運営協議会委員の解職及び委嘱について 

（教育指導部参事より説明） 

承 認 

 

（協議事項） 

１ 加古川市スポーツ推進審議会委員の委嘱及び任命について 

（教育指導部次長より説明） 

原案可決 

 

（委  員）： 新任委員が２名いるが、前任者が再任されなかったという 

             ことか。 

 

（事 務 局）： 加古川市老人クラブ連合会の西氏については、会長の交代

による新任である。 

               障がい者スポーツ関係者の小寺氏は初めての任命であり、

委員の数は１名増となっている。 

 

（委  員）： スポーツ推進審議会委員とスポーツ推進委員の役割分担は

どのようになっているのか。 

 

（事 務 局）： 審議会委員はスポーツ推進計画の策定を行うなどの諮問機

関の役割がある。推進委員はスポーツ推進計画に基づき、推

進活動を行っている。 

 

（委  員）： これからのスポーツには３つの柱がある。一つ目は競技ス

ポーツ、二つ目は生涯スポーツ、そして三つ目は障がい者ス

ポーツである。今回、審議会委員に障がい者スポーツ関係者

として小寺氏を任命することは、県内でも画期的な取り組み

であると思う。障がい者スポーツは様々なジャンルがあり、

組織化が難しいと思うが、福祉部局とよく連携を行ってほし

い。有意義な取り組み、人選であるので、有効活用してほし

い。 



◎ 次期定例教育委員会予定日のこと 

８月９日（木）午後３時 30 分～  教育委員室で開催することに決定 

 

 

○  教育委員諸報告 

〔神吉委員長より〕 

(1) 兵庫県教育委員会への要望書の提出について 

７月４日に兵庫県市町村教育委員会連合会から兵庫県教育委員会教育

長へ、平成 25 年度文教施策と予算に関する要望書を提出した。 

特別支援教育の充実、高校の学区見直し、教職員の配置改善、生徒指

導の充実の４点について、重点的に要望した。 

 

○  教育長諸報告 

(1) 平成 24 年第３回市議会（臨時会）について 

８月 1 日から８月３日にかけて開催される。教育委員会からは中学校

野球部のボール飛び出しによる損害賠償２件について専決報告を行う予

定。 

(2) 平成 24 年第４回市議会（定例会）について 

９月４日から９月 21 日にかけて開催される。 

 

○  教育総務部長諸報告 

(1) 就学援助の申請受付について 

就学援助の申請受付を６月１日（金）から 29 日（金）まで行った。 

前年度より 185 人少ない 2,874 人の申請があった。結果については７月

末に通知予定である。 

(2) 計画停電に伴う学校給食の変更について 

計画停電の実施概要が発表されたことに伴い、午前中に計画停電が予

定されている学校については「簡易給食」を実施する。 

加古川養護学校については、午前中の計画停電が決定された場合は臨

時休校とする。 

 

（委  員）： 学校施設や授業実施について支障はないか。 

 

（事 務 局）： 学校へ計画停電について周知を行っている。授業について

は、時間割の組み替え等で対応できるように依頼している。 

 

（委  員）： 社会教育施設はどうか。 



 

（事 務 局）： グループ一覧や時間帯について情報提供を行っている。計

画停電が実施されることになれば、時間帯で休館することと

している。概要については各施設で掲示し、利用者へ周知し

ている。 

 

（事 務 局）： 加古川市の取り組みについては、ホームページに記載する

とともに、町内会を通じ、回覧している。 

 

（委  員）： 養護学校について、関西電力に計画停電地域から外すよう

要望していたが、対象となってしまった。現在、養護学校に

は消防設備用の自家発電設備しか設置していないため、今後

自家発電設備の設置を検討したい。 

 

(3) 平成 25 年度採用加古川市職員の募集結果について 

平成 25 年度採用の加古川市職員募集を行った。幼児教育士の採用予定

人数は、経験者を含めて５名程度。 

７月 22 日（日）に筆記試験、８月４日（土）、５日（日）に面接試験

を実施する。 

(4) 市内中学校における事案について 

５月４日（金）に市内中学校において野球部の練習試合があり、部員

の打球が隣接住宅前に駐車していた車のガラスを破損する事案があった。 

また、６月 26 日（火）に市内中学校において野球部のバッティング練

習中にボールが隣接の民家に当たり、樋を破損する事案があった。 

(5) 動物虐待事案発生に伴う下校時パトロールの実施について 

５月以降、市内で頭部や腹部を切られた猫の変死体が相次いで見つかっ

たことを受け、教育委員会では６月 20 日（水）より青色防犯パトロール

カーによる下校時の防犯パトロールを実施している。また、登校時は少年

愛護センターが、夜間は市長部局がそれぞれパトロールしている。 

 

以上、５件について報告。 

 

○  教育指導部長諸報告 

(1) 平成 24 年度第 56 回兵庫県中学校総合体育大会の実施について 

７月 26 日（木）から 30 日（月）の間に実施する。加古川市では総合

体育館や陸上競技場等が競技会場となっている。 

 



(2) 第 41 回加古川まつりについて 

８月５日（日）の「花火大会」をはじめ、市内 20 会場で「おまつり広

場」等を開催する。 

(3) 平成 24 年度（第２回）社会教育委員会議の報告について 

６月 22 日（金）に開催し、社会教育事業の進捗状況や社会教育施設の

運営について協議した。 

(4) 前期トライやる・ウィークの実施結果について 

市内８中学校が、６月４日（月）から６月８日（金）の日程で実施し

た。1,935 名が 561 の事業所で活動した。不登校の子どもも参加していた

という報告を受けている。 

(5)「熟議 2012in 兵庫大学」の開催結果について 

７月１日（日）、「地域社会における生涯学習社会の構築と大学・自治

体の役割」のテーマで「熟議」が行われた。 

(6) リバーキッズニュースの配布について 

子どもへのイベント案内等、夏休み向けの内容を盛り込んだ情報誌を

発行する。 

 

以上、６件について報告。 

 

（委  員）： 武道の必修化による課題はないか。 

 

（事 務 局）： 指導者の講習会受講や設備の充実等の関連で、加古川市で

は２学期から武道を開始することとしている。以前から柔道

を実施しているので大きな課題はないと考えている。 

               授業時間数は 10 時間から 13 時間程度である。 

 

（委  員）： 正規の授業時間で事故が起きる可能性は低いと考えている。

事故は部活動や、授業外での悪ふざけの中で起こることが多

いため、日常的な子どもの指導に十分注意してほしい。 

 

（委  員）： 加古川市で武道に関連した事故はどれくらい発生している

のか。 

 

（事 務 局）： 大きな事故が発生したという報告は受けていない。 

 

（委  員）： 一度、調べておいてほしい。 



 

（委  員）： 夏休みの事業として、昨年は被災地との交流や、ベルデモ

ールの仙台七夕飾りを見て、被災地から手紙が届くなど、子

どもの教育にとって、非常に有意義な機会があった。１年で

終わらせるにはもったいないと思うが、今年は何か取り組み

があるのか。 

 

（事 務 局）： 氷丘中学校は荒浜中学校と交流を続けており、夏休みに 25

名が荒浜中学校を訪問すると聞いている。各学校の取り組み

を収集していきたい。 

 

（委  員）： 中学校の横の流れだけでなく、ユニットの縦の単位にも広

げるなど、加古川市の教育につなげてほしい。 

 

 

（委  員）： ラジオ体操の活性化について新しい取り組みはあるか。 

 

（事 務 局）： 先日、市内のスポーツ関係団体の会合があり、ラジオ体操

が話題となった。今後各団体において、準備体操にラジオ体

操を積極的に取り入れるなど、市も連携しながら普及に努め

たい。 

 

（委  員）： 社会教育推進委員も積極的に活用してほしい。学校でも夏

休みのラジオ体操参加を促してほしい。 

 

（事 務 局）： ラジオ体操が生む身体的な効果や、生活リズムの改善等、

様々な見直しがされており、社会的にもブームが起こってい

る。これを利用して、学校現場の認識を変えていけるよう努

力したい。 

 

（委  員）： 何でも学校、という社会の風潮があるように感じるが、地

域や家庭からの取り組みや盛り上げを大切にしてほしい。ラ

ジオ体操については、地域が継続的に取り組み普及させてい

ってほしいし、動物虐待については警察や地域の見守りを強

化していくような方法も大切と思う。 

 

（委  員）： ラジオ体操については、町内会にラジオやＣＤを配布して

いることから、町内会を核に子どもを巻き込んでいくべきと



考える。ネットワーク委員会の活動を具体化していく中で、

町内会や学校の関わり方を検討していってほしい。 

 

（委  員）： 夏休みは子どもが学校教育から離れ、地域で活動する大切

な時期。様々な取り組みについて、夏休みになってから検討

するのではなく、６月、７月で検討し、夏休みを迎えるまで

に発信してほしい。 

 

 

○  閉  会      午後５時２分 


